
'-liEJL〝 が,何棟L二相 tを捕え ITCJl'の雑少をyJ('抽JZは良架,

にて^される.棚 Wはin攻の分析により大姉lこ省 一性比府の坤に安定和として良好な性耳を持ていろ｡

絶されろEf苗t.こよりAI肋 の骨粉 顎 冶されろ鑑の期 本職 を丑 L;狂相弔と持た山本先生,gt■o)捷助を

rlと辞される｡分辞して生じた CI',tlClは打出 に此 fgた湧か肯4!氏,W をJけ さhl=EI木化石.料

し7Fしい脚 を待ていろ｡取 AtiR令袖を3兼 学織 れt与えられた文恭EI二m 的 書を訴 ｢｡

に血蒸すろ焚火点禍■こ於でもこのl紛 梨は附 で 文 JLt
あり,古松 釆uF'罪に静 ナろ失態の鮒 J性続をrb-1 ]) llL SAt)ELtler8, J Cbem Sk t2]656

すろ. (1923).

･4) 爪音7)珊 >_X'H)の柵 L=於て常しく押えら Zl L J･trledmaEI血1.1独 eletsen I Chctz).

れろ.こitlま鵬 技を洩えろためて･み ち と｡巴tAtろ Phrj,[81325 1950

ThcrnlalDecomposltionofAmmonlurElrurrateand

E庁ectsofSodium ChloTlde.

ByT JiJklta.K_Yoneda.andT Nishlmura

Thermき1dem poILLIOユOfammo:⊃ltlrntl】tT3'.ehalbeenjttld!d dlTO･JFht†temeA･IL1･

rtrneZltSOEgJLSe" ､d ､edandlgnltLOZHeTnp≡mLureLThed虻OnPtdltt0.日 ),treCd,nJ

Fl刑 ○'derrinCLtlEHrtlnltlllltige,JlppTBa亡hlnglhellgmdtlAlt〉一〇thes亡eOrLdorder

CHoltdes>じ亡hLIh'ユClorX'HIClreTnBrbblyproTnOtethe LIcc｡nTXh-1lOtlAEkr竹me
ltldtlCこioaper:～,Ⅵhlt;h L弓LnllepeDdentOftht:qtn別Itゴ01-x'JlCIEniTed,btl一 tt

Ltt･ptnd30nteZTlperJLLu-eaB--LhLrr

AtthefLnJLl爪 ELgeOlLtLdllEtlOt}TXTICd,theacld)t)of lhLi･与attJTbeJtOAbotlLO3-

05〆 H:(01aT)a ttler.=AElert■hloTldebeglDB decoml棚ItLOttfollowedb)ylヽldTt･AC一.On

ct-x'Hl_YO} lTTlL-nAllehlorLde V ZLS CCZM ed, the .VcelerAtlOnBtOpitJzlthrltle

zlt汀lOjphereoECltortlCl g的 Ihededn 叩 】t･○つOtX'HJ'0日 JremLLrkAblycdtnl〉-

tedbill1171deT.T･'H 3仁iLB thereal:t〉OnzSrePT触 II

UlcALtrltHenLlollde lLOtlldbcJmHtAb]CstablllZerSATld Ehe senJLLLlltlgI:hnTtLCLt)roE

h'rLCltoHHlhlO}llcrOZtlPO･LtlOnSho111dbe relZnrnlnCdltlLhcen与eOldctollatlOn

(ZAtk,rZltOr)〇日ミ叩1oJL､也.UBl､,trn)OETokさ○)

l 井 T

雷 東 雷 管 の基 礎 的 研 究

(第五粗 理想棒速(=試て)

(昭 和 2611･5)I18JIPi<Pt)

叉 木 武 一

(書中大工点れ延托式余it川七工唖)

ネJL,f-を加え川i'鮒 は他 するが,Wもrl･く

脚 に捗り逮雅男を伽 させろ.故L=鮒 が充分TL僅

qL火良又は鴇芳書に上ってエ刑 7)肪 確にボl 逆に集したけLtは脚 む好事させろ事がHl兼なくて
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票 孟宗芸≡…志聖霊忘讐 言.'':;芸妄警 諾 (川 と (9" L,J(-Y-)'-ご.-Jt:-､ご q

のか ものを選.;:と炎1こ,向L'はZEでも宝珠して充分 鎌発に於てEH'}l'-'eもろから

Tr馳 ;出るtIに工火Ll.Lけ加は1.ら1.･い｡ゆちエ繋 V 7†hV●

阿哲でも捷皿が読本であるから従来の兼力学の丈をu･ V･ 1+γ

笠去;芸讐 芸冨濫 ア芸.i慧議 等 三言讐 ; (11'と … .ら 1;- 雪 :r'-

*oた.式に-ZJIされた哩適と上地 玖対し伺一粒ILt 然ろlこk-C1･-C､ICy(7-い

ZLに詮て･'ミiI兼のIb:各様器の批 び糊 方法▲こ上 之をi玉東の丈l=ft7､して求めろと

a :i'孟㌶ 芸…慧 完･b讐 禁 ≡:こ霊,:.A l VRid-x-2E RR-T (,6-

J=於ては深紫考えられた脚 JulAだ令劫又のFtEtVi

J状 に,丘'tjS･こ於ろ爆発鼓カ:電串T_･彰膏を与えろ叫

を明ら&･,こした.

皿 iI 3 の 式

ErrtE)gに上ろ吐逆式の榊 を抽甲■二歳すと夫の如

くである｡

煤死を姐 が故近11ろ鞘 か)l芸文に対すろ民生及

び池 書の持作法且■】

昔 ､T: tl)

イIV
｢,Ih V 'lLP (2)

V は棚 IVl'･ly8瓦瀬の枝道, P は蛋九 Jは
8… を′】Jrr.

又黙J]学部十臨舛 C･汀 ･II･ .tO-J'･Lr l3)

組立の筏矧 こ於ては,脚 Ch叩m.lrL･Jot榔 L･1I)

鞍件 u-lV十C r4)

カ:及止す ろ｡J)は煤辿.W 及び C は地 軸 に
掛 ナろ瓦斯の謙遜及び宵過を′Jrr｡RIB .成功の状袋

式として, ナポリr)⊥ 打を増えI=̂ btLlの式を探川
する｡ l'Lヽ 一 ･rJ-JtT (5)

即日を螺満たh日 に移して･J!えて.U∃･D-1VとZn:

くとr(耶 仔の洲 は ｡;71''uU (6)

肋 佃〝の法AlUIEU--V･EI･ ･(7)

1TJt,f'-nLnpJ)牲則 ･LLl+)･･･IV-tlQ Lり

之等- して- -,L'.I_'吉 (9)

･〆 ､雷 二等- ･ (10)

ユE-ユQ一三IP-P･.(､･.一､･) (..)

故に (lL P'＼一●-1Vt) ()2)
(5)をIt人して;r!茂を攻めろと

LI-A､･､頂 -V､雷 ･13'

.PSろ'こ ユE--a(T一丁●) で;ろから 11を代入し

てj:7)式を印ろ｡

A-cT T' (17)

()0)に (lJlと(17)を代入す7tは,夫の鮎 .D式
が柑ら7tろ｡

D一己 ,～,.V2TTLlか O- I.H IS-

煉発燕 ユQ,sEft比兼 C､,7-CTCT-,胡m上と領一

)ハ'4.7tびつdI｡.i4が分れ.ご 】81五･ち堺恥喋

繋が救 的に揮発Lt_Ja音 のJ?乱 C)t.,柁争幽 班

I)lが求まろ訳であるが.コが yO⊥qE三一五三で1=い

から手紐状 の研究 (エ火.25.p69)に従って Roth

の軸 式を掛 ;け ろと.

,=̀ 二㌔,7 P一哉Etm (19)

(ItJ)JU+_

I,L･:芸ここ告 X､′207,I-･JLiQ÷crT.)(･n)

2:が沈めろ瀬ヴ比可tと雌 D粥悼むプii-柁i式で
あら｡.ケ (215)犬1]辺の軒一切 を K とiZZき.′と

Xの叩綿を計3Tすると.

p l)8 lfI 12 lLI L6

に =(姑 _)ユS Z71305 36O

弛Jp愉 :射血すらに従って Jtは.打方紅性的に村加し

て11くが,jLこ比例はLTA-い｡X!に暖地(二世貰S･与えろ

ものとしては(201式もiZZのホ二羽打ち世羅恭71び定

額比か :もって.之が火矧 こより特性虹を持つ叶と'な

る｡火賃のitL-Fntl姥を pヽ とし,粥の坤7)は巡.EDち

fim l堤通を l)山 と十川 亡,

(lZ6_+i_33()(I26-0)7pl)
(126-017川 L26-IJSp_)

tl.'J)

(21)はコyIl1_に kot】1の丈*Ll机･たオ1.,drを一

】

定と- 八はD･-U･･二 手十i-a)とtt･すくま
Jt一~~=



UL-u･･::.I:. (21)

とf=つてrl町民 (i.火 20.p69)の式と

JLろが,qとして Jtotttの式を†臥 ･たLJJ' I .,
ラ:牽当のtl'こ考えられ る.蔚 2り 式.二
放て托朋 迎(.i割け比可と･jt-に槻 すろ
メ,/,･粗 大に大きくTLろ穀を考えろと,

共の光正は

】26-017(･O Ebち p-74】
とTLろ｡畑 開胡として勝弱は屯煤茄以

外はZO以I.'でもろし,gttも大きい節男

でも 4.12でもろから.堤遇の.WEt大◆二

7_-ろ斗T=火賢は頚似引IJされてAJtf.Ll･カ

で. (21)式は骨に成立すろものと考え

て鑑真えfLい｡

Ⅲ +件火轟の4蓬

コ.郡 廿牧び爺は火ユ:点にttZ川されろ

埋まtE]ちナトI一一,可jR,及fJLトヨー

JL･専7)早l相 和 に放て,(20)式から

令脚 Lt双に七汁 ろ雌 を,1耳し
張.n班とLt脚 刑を17つた｡

(イ) ナT,9-A,

慮発熱 19)2印Iど.定rtft鞍は 0275.

姦淀を2SOoIく,7 13として(20)式か

ら計井すると,例えは p-1Jのql;

}'h=tJ' fl ･;■■
事-8 ■ニS

事五G 井.-3

竹加して71く市が胞 されろ｡ナトI-んhg!上ヒ宗.I._

J).℡-1_'7ZOL･.llど-12TZOxり S6 107t=TrI!.51C-- 】725~Cもろから.書と棚 .p'_幽 IITrい と[=ろ｡

1)I-7二12thTW 齢 焦Q'は 259kcAlmol

比 Lの軸にして ,-tは-17に洪【て計井すろと (t') 卜 'ナ ル

p o8 10 I2 14 16 17 煤符持 上Q-S10C叫grC･ U1778として削同E3に

])- 4960 5700 6Jlu 732U S_,JU I,700 計井すると.

之を凹,7-/T,ちと軒-Blに,'.ナ如く,柵Lu即 ･Jに_lLJLL りH tr' )2 14 】16

て行くカ;,脚 には批u的比mrまして爪か ･｡ナ= T)L J730 5JJO 615LJ G柳 ISJO

- ･̂に叔 て.妙 EJtVEを文化 し･r求めた梯皿の3!St出 JI SLt7'mJtlt等に上L)琴aft･れたぼ遡及7)I)･なll

として.A SchtTLJlll(ZSS 3OJl171ぴE]打LT池場 にifr｢｡

遜Bfl一作 等41かrJ求めたものを矧l什 ろと (I-火 23 p IO 12 t3 )1 149 160

p叫 下破り如 く, r) 491U 55軸 6rXn 63Ln h50 6930

I･ )0 130 14U 15tr 154 161 L)一J]L U91 09J O92 OSU O錦 059

I) 5JもO 砧 00 69JL) 7350 7375 7470 1)A)Lは琳 090で,ナ トy-JLの095よI)伽 .な

D,q)一 山96 日95 095 093 (J9∠ 090 がら小さいtAである｡之は別に稚肝T-ろtZに, ト7ナ

恭一軌 こ於て瓜IFC?JJ.さILろ｡跳 辿と茶棚 の 一,･,T)万ま:定珊 具の舟.･qflこlm l17.もの と恩 7j L

此 DL).は,Jt下E2に′たす如く(○外一一0951である. ろ｡ トU ナ JL･の… )621ニ払 ナ,1雌 1ミ
兜の l)D･I.-エ珊 廿のblく客符の払いものではZ! so50mAであろう:,こん1.煤迎mIJた円を見 なt｡

L=任下すち官でらちが.朋に識者する｡榊非才比霊力ミ fa2に D及 LILを,7ナナ ｡

15ll上になろと'fto)兄が 下って来ろのは,gSttが 文 Frldrlchの11PナJL･に対すろZ<伽 は

貴恥 こhたって光分tL此まに連してP.tTrいさ.,giくl三 p n引 】.'3 154 )45 】59 165

諌め :大きくなろに従って反応がJ24と帆 されてPt LI J7仙 5358 5910 63)5 蛸 0 7210
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D.JD̀ は平だJOSSで諒は L)も少さくなって居ろのは

職 法にIRろ岸と思われる.一虫に同-76 脚 下で

は,周一火懲L=於てDJ).ほ梯-慰して孝三ろものと考

えられろ｡

(Jl 打 設

煤野がit!発したW.旨の如 く.祐m の扶旗下に於

て!三,コポyウ上はi王も束帯に爆発左折を錠めた齢 ,

q]ち closestTnCklngに界休する｡今ピタタンか,チ

トp-JL･, lpケル等の煤紫では,脱 輔の作的

3-Vは050-Luヱccgでもろが,討究の特会には,
接見捉柄のモJL･劫が,9い21に0182ccgと繕めて小言

し.故L=之から7ポy')上を計辞すると,Rothのま

は ｡-T26二㌦ ,ととろ.
D謀の糧冊 を5596Lnlど,Cv-d(朗 として戯

li,虫を計許すちと,

p llI 2.0 .1ひ 3_5 40 45

D12S40 3850 4620 5070 5550 5960

祇止しT=い Rotttの式を川いて.汁井+ちと.p-45

の蛾 は 10,OOOnヽ'Ll上とf=つて不合理であるbL

ら,懲正すへさものと考えろ｡ 31zirSh.dlの実生猷

に上って,(U1)I)を戒めると(079- 089)のri)にあ

る｡

p Ill l7 2.9 55 40
1) 25582SIXI 朋CO JSOO 47α)

Dn)‡ O79 080 O3S OS9 0tiS

(A) ET17tTンモン

始発繁の特に小さな打l放Tンモンに放て ユQ-53S

I.爪1/ど.C1-016とし'こ刑LSILM池をff31すると,

p 08 l0 】2 14 16

1)L 3090 3560 4L)25 4560 5125

抑熊丁ン･モソな榔沌させた班紐で沙脚比邪がOS七LE.一

ごは,即 が叫断J'<れて不燃lこなろ巾がある｡允のb;I

E封に就ては,中断の伽 ･ら別に報肝 ｢ろ｡

rT 混合漁業のia戎方程式

甘珂こで書LJた rZO)式は,W j鵬 り現地 述式であ

るから.夫にiLl命曝電車flも陥qLな二成分系はiE;に放

て巧えて見ろこととす｡ 今火lR;LこCl比爪 ･Lの非雌確.

性成分をi艮合したqn-,火繋成分のm を 7,'''と1'

ltは,LEE/,.ii野中lこ於けち火匹成分の誕姫だ怒蛙 p'

は p,- 1蓋 }-蔑 (2"

混合脚 の蜘 増配 タ とすれ比 ､､一.=怠 ･

W:-(.-蕊 ), 之を (･J)Lこ1W Luf

I,-.00(焉 ,.I, (24)

(2J)を(20)に代入すると,iJl介模男の批 重方符

式が19られろ｡

D,- .器･ユ- 霜 -dp･- .′2(,L い ユQ

I26-017xTcoJIp,).7;

+c.JT｡1

-Il･lZP_.,.J172 ,4 叫 レfr7･-1'

て確言GT.)･ (L5)
D･の恭一gtを Ao茄=功を 也 として,別々にVT

娘して見ろ.先ず̂'ほ ,.･L,PCI7の沢鮎 であって

(126-017L)は禽1こ広であるから,pと･tとの粥

俵から式の三つの和合に分れろ｡

(A) p<d lが漢でろに従ってA.は小さくた

る,

(Jり p-J .Lこ媒体r_･くLL.は一定である｡

(C) p>J lが試ずろlこ従ってAoは大きくな

ら.

之を国元すると那≡周の如く,EZ事F氏の糊 与とp-

でちら｡然るに煤池の式は(25)L=武ナ如く ○̂と J'Q

の的であるから,A｡と兆に J30を考えろ蛸 がある｡

Jl楼刊主成分としては,タJL･クやJlタ7イン事の如

く爆茄と奈く圧姑を起さない砂分と,T ,̂モミ･)Lや

TTTシウ上等の如く漣琴と反L出 三成鞄をnろ胡合

が考えらZtろ｡前者の掛合には,爆罪RtEPち ,の下

方管!に比例し't,'JA'は洪少すろう･ら,堺田司の曲托 山一

に荊ナ如 く rがは少ナろに払って HIが油少してiJ-

(｡比の秒合,pと dのEW鰍 こよる l)Lは

(A) pく,I lが減少するに縫って,ADもfbも

減少して行くから, D̀ は的五Eglの

此快 aの如く次折に減少する｡

(J3) p-a A9は-泣■Cあるが llbは減少ナろ

から妨五eglのIlu松 I,の如く･の減

少に従 い.越かにitJt少して行く｡

(C) p>Ll19一波少すらに掛 ･Aoは増bする

が,lioは誠少して行くから,姉五

回のEth松Cの如く,I)'は初め析加

すろが,-Slの権大成を掛 として

以枝lt減少するか,又(>_Bfの粥少

が大きいと曲操 bとたち｡

次L=煤茄と捉砿生成物をLt･る砂合L二は,比佑十ろiq渚

の河合に応 じて,螺発熱のi*少に経って減少する旬

合と,飯 倉比で批 点t,,-m とがある.紳 :

和 国の曲攻 Yであり 筏勅 :血税 .,である.也投

pの槍合は弄圧峨 文iR合の噂合と同一でもろが,也



損 lの齢 は女のtlにな7)｡

(AJl<イ J=が詫少すろL=旺つてA.にきt少｢

ろ5:.1ゝ に福大.Lb :もろB･ら,.4.

と Ji'の詔辞に依って,好五回7)由

良 n.L･..q)三つの齢 を虫-Tる｡

(a)/･-L .ヽ は一挺で 1ん!._強火点がもろか
ら▲妨五回?)畠投 C と'なる.

(C)′>ィ .14は大前.二･fa加し,一il.r三51人L:.ta:

あるから,訂五回の曲tieと[=る｡

以 上 人●ZihID罪体■こ従ってe'+の将合を1̀=.1i-ら

那,桃q和 は題 LJ.としてはgFL団の曲段 ･r,I･.E

に杭泡され.比類亡の助力主上I)少し過ったtWミ女川る｡

V =成分系蛸策の甥題

Tl楢1でiLJた (25),でをJljいこ,令t4配介の二成分系

火琴の柁即妙 :計別 LI黙る訳でもろ｡iu介火狂規の

規過にCtては.晩にF]町民ま:光分T=託け沖 されて折

て,上式の梅里.二.rtく:西分するので.他 でZ._価rNL

桝に放てこ,三I耕 して見ろ,

(イ) トpナA･とgJL･ク

妄言tltlBEとして縫1Tlされて珊るトL･ナA･とPJL･クの

ilと合祖に8tて考えて見ろ.ダJt,タは ト.･ナJL･の煤発圧

瓜 二考実体であるから,lttはgm 周 の島壌 LL･とlr

ろ｡ 品tW 男を 1∝氾kg'cT4三でg沖ナちと,脚 比

SRは_J･Jと.}ろ｡タJL･タの… Jは 27で,-▲ろ土.

ち(d>′)と''.1つて,･h も,のま少.こ従って米少す

7̂ ･ち,拙句 r)'は妨玉出の曲 投 qS･辿ち｡今 rに

Jiナろ ん,lJ.珪って Ⅰ).を計許すると

Lタi ILIJ SO も(I JD

A 3O7 3OJ 29b _)7.～

11 32SU JO,1O I770 1.150

】JL 6～ミ州 6_W 5251) 3661)

即ち此花の喝休に帳 ろ ○̂のqt下は.,Lが JD.'iの

1社命は l00,'''のtr)1割に過ぎないが,1_q見難のホモ少

は大きくIiDは3:ql;Llの誠少を,J.･して座〉ろ｡IRって

.b と Iidq)税である L)'は投下も火きく.LI剤にも

過してb!ろ｡之はtタIyF!とタJL･タの配合芯とJhEJ

-FiLTllrC,18也塊をiLJつてiti少し.馳均 u の弼rrtJを

′たす｡ゆちFJL･タが村3:千,-i-こ延･?⊂従姓は_ilモ下し.

生産も汝少して行く｡
〇) tl71ンFtとタit,ケ

k河 と【'IE)lこして rL二号する D.をLt井すろと,

l(カ SO :0 5q)

ul 船 側 6160 5dtI 452O
T) Ltrt30 Jd0 IJ5O エHO

JlD l tI75 (I71 LI61'' 060

ヒタサンボとタルクJjht主命1Tyに*1てL三山本憎 のX

汝 (エ火 10.p301)があるので,之を D のVlとし

Ⅷ - +

て tJ7DJS･双わろと,最 T･'nに,-TTr如くudトー073

TJWにあって,之を瓦′たrちと妨六回にT7-汁如く駈

3dの LE不急tBを′たす.の Lの淡'yf7_.こない DT).
がL.N少するのは,Blに離 すろ定職 7)相加▲こ俵ろ

ものと考えろ｡

(.･) ピタyンdtとノ､タ 7イン

t71ン瓜にW _イ-U料 のハク71ン組 合

し.脚 p IZの出合願 で.'三,Ldくp)で=二攻

.T( IOO 90 u1 60
L)1 59ヽ06]20 6/711 W

lJ .qltJ) 5SO 5qαJ 61W

I)Dl r)97 1I95 179J 也91

'分はrl淋しないTu令で･C7Pu曲蜂となる｡′が60,0.也
のZ)I3iぴ 1)は兆に上外していて,LJl)IliItj095

でもろ｡iTにLが娘少すれざ火雷としての他FS･欠 ･)

25,畑些は>JL少して行く｡

(i) ベント9サトとハ クツでン

胡瓜比11bl1.0の均分一二は_(II<′い【もろが.Jと

pEミ策近してL'!ろか C･A'の上井は瑞く距か'CJiJの

洪'ya)}JJが大きくDLは下ろ｡y!河の蛙IiZも;0,'iか

ら鮮少LA¶血税とt_-ち.

Jn) BO 7U 60

Ⅰ)I SHO 7650 73W dSLA)

O 59Lh 肋 5950 57dO

r)Di 07ユ O_gl Ojl 0.S4

zAI だ1覇#TンモンとT心ミニ.)_

TJt･LLウーの灯光正己._ 2･59でもろから,勤屯謡

RtTンモYにTJL･王占ウJl出合したは空で,抑 Jt

まが (10-】3)の聴岡では (p<d)I(･もろから.仕

栄のm誼に比へはγル･A;クJ.が研加するに狂って,

腿越は托下すろPFで吉)ろ｡1%るに岩盤鮒 γシモンに

TA,いりr上を山人すると,次式にfRってTA･iEウ

ニが 287,'iiEは頓発見出 ;相加し,塩入伽 :あって.

以技ネ郡に陀トしてlTく｡

･>'H-CIOJ･,"A l-TA】P.一号 ‥ゝ'mllC1

ユ

-号･州か 庁 〝-3: JO:

故にTA･tA''.i'_Ia),';齢 した齢 には.亡命し

7Ll功分上～は嘩発熱 -_多く'なる｡狂って tZ5 式巾

A.は (′く･り 'Cん,-..三･ら.1卓二渋少するJこつれて浜

少す7A ',lL'は苅円3の血栓 ･▲とな乙のIC.Dlは

cT!の凸Bと1なる｡TJ一三三ウ上..+:t･.と201.のJQ

合Lニ於て,搬 '5式玉堤逮S･荒すと下JP Etに

技廿の77が計火して11.1る｡

p ll〉 11 12 13

W l‰ に1 慧 =2. ;;:O 慧



B8 エ 飛 火 茄 払 全 tJ 薪 12謎 那 Z廿

∴ - ll::l工 1:: ∴ :i: ::: ., .i.il:il.∴ -r ∴ ~こ

j ClltH ILのjIF規沌他媒介を山介した=成介煮

柑に迫棚 Tンモ ンInOl.'のJil令(-_搬世缶S･維用し

て破 きiLてか伽 で,如 拙 :苅,･_jlて1,L上匂 U･豊 己 嵩 芸 :告 ',-,26d;; … 三一･ iQ
大きくT_Lつて昏ろものと恩はれ TJ. T.t･.土 ryよを

珊'iR付し一二可分▲二!三,lJZ)L-JF')0957:あろ.之

により (ZS)式D正しいJ69:繁捷=･れた訳でS,ろ｡

ll fI SA

I W雌 紫の度丑拶uJlJ.上火妨光昭 pとのrul
には,次の畑 丁毘立する.

･人一諾 :エ芸子､′Z｡=-1訂ユO-じT.I

2 丈巧の猛撃 D は T).上J)小で,父の比に ナ ト

TC.T

LlH.∫!三二成//u 火漣の肘 EtZt. は火元或Ih

の正也Jt.

4 =成f火野叫野辺は一Lとpのr休7fJ)で,.Lく.

提文集に上lJJi-常に蜘 され,'の強少Lこ托ひ一つの

乱入LD_,′LこすもIDと.沃帯に授く減少すろものと,良

紗 二溺少す1J=つの軸 に分州されろ.

5 番粗ZE台の二弦放業火男にitて策投し,b t:LD

正しい事を蝦 Lf.:.

FundamentaIResearches on Mercury･FulrninateBlr.s一ingC;lps

い') IdealDetonarIOrtVeloCLty

JlyT;lkclchthfntこIki.

J･rD･titheEqlntiO:10(00てItlTllllt),theeq'JaLl090fzT･OtlOZl.the Esth,TOfLht
LhErm∝1)nzLml亡事, Ltd Llle b̂cl′さeqtLatlOユ OI'thedtAte,､IeObLALn theTel仙〇一t
bttlre叩 tttenlヽ tloq L)Andlo8dlngdenjltl Fo-txT)loJlでeeOrnpOuIld,thtZdeto1⊃Zt110【】
eヽlo亡lt)lr)CTeaSe*llEleATl)､Ylthltsde25ttr･Jlt!tfort･XpOJl､CmLJ.ttlrL=,thehe.1tOf

eXT710510=】hnB gTeRtCrroleth.lntheh血mgdL･n書LLrLlndthereLLIdenJLtyO【T]OEL･

C3EPlojLヽeCO汀IPOZlllElt ThlSrt･ldtlOZl,raSでOnRtmed b)TtumerOtJleZPCrzmeZltJ ThLL
mea別lreddelOtlAt10n Vcloc)tr LJ Sm allerthatltheldL1lotle,JIZ)a lは rntLO l守z)lmo～t
07-_V95

水中の術鞍波に対する予撞薬の感爆能
(吋l印251;■5日 1(JRJ2111

奴 .位 牌 -

(Ji化成鑑PJエペ)

棚 等:三的-空包のn地政JtL貞ち二五IAC)法甲芝

C)也◆oIL47.こ真圧されてti17.カ:.1久下の光治-_y'g
及LiT･控蛋7:tFf-lT'椛 二寸する鮎 誌.二王亡してfT

ったもので3I.｡

H) 実 汝 -)JLミ去

同 日)の如き)ミさ=私 l勺h!9L.m,内IL.JO6-

のiFI狩に7k7'LnノL:まで光.たし,粥+1は計LlA-=約2g

は考3L-Jれ1.､.!Lらnt.q Lt大中Jflギ拝すろ打5,.lJ)

}JLで あ る,

fI Xi.IiL<予217繋.これ .てのま慧il梨
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日3 115 153 14315316J lTJ ltil193
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必せて内剛 ILこu L･6才3rTlをG317のEl元'亡かLJに 】5
て棚 し嫌 ･Iを空iろこと.=上lJ･Al.h岬 か世

不戊を紬 LJ:. こ.I)JJ麿ではrSiLざ入汝や雅 子
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